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〔総説〕

Family Resilience概念の検討

中平洋子I) 野嶋佐由美2)

要 旨

本稿の目的は， F姐 ily Resi 1 ience概念を定義することである.Family Resilience概念を検討する

ために， CINAHLで「ResilienceJ「F担 ilyJを，医学中央雑誌で「レジリエンスJ「家族jをキーワー

ドとして検索し， Resi1 ience及び、F掴 ily Resilienceの概念に関する記述のある文献を検討資料と

した．

Family Resi 1 ience概念の属性として 7つが抽出され， FamilyResi 1 ienceの概念もまたこれら 7つ

によって構成されていた．すなわち，「家族の肯定的な未来志向J「家族の逆境への意味づけと受容j

「家族の能力への信頼J「家族の忍耐強い対処」「家族の資源の活用と資源に繋がる力」「家族のゆるぎ

ない拠りどころ」「家族の調整・統制」であった．先行要件は，「逆境J「逆境によって生じる様々なス

トレス」であった．帰結は，「適応J「成長Jr wel 1-beingJであった．

以上のことから， FamilyResi 1 ienceは，「家族が体験する逆境と逆境に伴って生じる様々なストレ

スに対し，家族が力を発揮し奮闘することを通して，適応，成長， welトbeingがもたらされる過程J

であり，家族の力は，肯定的な未来志向，逆境への意味づけと受容，自己の能力への信頼，忍耐強い

対処，資源の活用と資源に繋がる力，ゆるぎない拠りどころ，調整・統制であると定義した．
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I. はじめに

人の力に注目した概念として，ストレングス

(Strength）やエンパワーメント（Empowerment）が

あるが，近年，レジリエンス（Resilience）も注目

されている. Resi 1 ienceの研究は，厳しい状況下に

あったにも拘わらず，健全に成長した子どもの研究

から始まったo.研究が始まった頃， Resilienceは，

個人の生まれ持った特性であると考えられていた．

その後，環境との相互作用を含めて考えられるよう

になったが，家族をResilience源として位置づける

研究者はほとんどいなかった．このことについて，

Walsh2lは，臨床では伝統的に，家族を弱さという視

点から捉えていたこと，また，機能不全の家族の中
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で，その影響を受けることなく生き抜いた“個人”

にResi1 ienceは存在するとみなされていたため，家

族Resilienceという視点から論じられることはなかっ

たと述べている．しかし，危機や持続するストレス

に打ち砕かれる家族がある一方で，強きと問題解決

能力を発揮する家族があることから， Walshは

Resilienceの考えを家族に応用し，これをきっかけ

にF狙 ily Resilience研究が始まった．

Family Resi 1 ienceの概念の前提では，家族は修復

可能であり，困難に直面した時に家族員が共に努力

することを通して，家族は成長すると主張してい

る2）.家族のこのような力は，厳しい状況にも拘わ

らず，逆境を通して鍛えられるのであるの．家族を

Family Resilience概念で捉えることで，家族の姿に

今までと異なる角度から光をあてることとなり，困

難に挑戦する家族と共にある看護に新たな視点を提
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供すると考えられる．

そこで，本稿では， Fa.mily Resilience概念を検

討し，定義することを目的とした．

II. Family Resi I ience概念の検討方法

1 ）データ収集方法

Fa.mi ly Resilience概念を検討し，定義するために，

「Resil ienceJ「FamilyJ「レジリエンス」「家族」を

キーワードに， CINAHLと医学中央雑誌を用いて検索

した．

CINAHL (1986 2011.10）では，「ResilienceJで

1,633件，「Resilience」「F祖 ilyJで409件 (1990-

2011.10）であった．概念に関する記述のある論文

は80f牛であった．

医学中央雑誌（1983-2011.10，会議録除く）では，

レジリエンスで144件，「家族」「レジリエンス」で

451＇午であった．

これらの文献の中から，「Resil ienceJ 「Fa.mily 

Resilience」に関して定義されている文献や概念に

関する記述のある文献を抽出し，二次文献と図書を

加えた.Family Resilience概念を検討するために用

いた資料は，英文献21件4)24），和文献20件25)-4ぺ図書

2冊45)46）であった．

2）検討方法

Family Resilience概念の定義やF祖 ily Resilience 

概念を用いた研究の動向を概観した後に， Family

Resilience概念を検討した．

検討のプロセスは，まず， Resilience概念を基盤

とした研究の成果から， Resilience概念を検討した．

Walker&Avant47）が提唱する方法を参考に，コーデイ

ングシートを作成し，文献の内容を精読しながら，

概念に関する記述，定義，先行要件（その概念の発

生に先立って生じる出来事や例），属性（何度も現

れてくるその概念の特徴），結果／帰結（概念が発

生した結果として生じる出来事）を抽出した．次に，

これらがF祖 ily Resilience概念へ応用できるかを検

討した．具体的には，家族を対象とした文献を用い

て，定義，概念に関する記述，属性，先行要件，結

果／帰結を抽出した結果を，先に行ったResilience

概念の検討結果と比較した．活用した文献は，家族

をシステムとして捉えた また捉えようとしたこと

が明記されている文献，親・夫婦・家族介護者のよ

うに二者関係以上の表現が用いられていた研究で，

家族を意識していると判断した研究を分析対象に含

めた．その後，導き出されたFamilyResilienceの属

性が，家族を対象とした国内の研究成果の中に存在

するかを確認した．最後に， FamilyResilience概念

を定義づけた．

川. Family Resi I ience研究の概観

1 . Fam i I y Res i I i ence研究の動向

Family Resilienceは，不幸な出来事に出合うこと

が前提の概念である．そのため，実験的に測定する

ことが困難であり，またResilienceという現象が自

然な反応であるために機能している過程そのものに

気づくことができない叫．したがって，多くの研究

が後ろ向きデザイン／回顧的デザインで実施されて

いる.Fa.mi ly Resilienceの要素や構造を質的に明ら

かにしようとする研究やFamilyResilienceを測定し

ようとする研究が行われている．

De Haanら49）は， FamilyResilience研究について，

次の 2点を述べている． 1つ目は，多くの研究が家

族員個人からデータ収集していることである．個人

からデータ収集しているために，家族そのものを評

価しているのではなく，個人の認知を評価している

ことになっている． 1人の家族員に他の家族員の関

係や家族全体について問うことも可能だが，個人の

データから家族のレベルを推測しているに過ぎず，

これらの研究成果も貴重なデータであるが， Fa.mily 

Resilienceを操作する上では限界があること. 2つ

日は，一時点のみのデータが収集されていることで

ある.Family Resilienceに関する研究は，継続的に

データを収集する長期的なデザインで計画される必

要があると述べている．長期的デザインの必要性に
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ついては， Hawley13l,Patterson19lも同様の提案をし

ている．

1) Family Resi 1 ienceの要素や構造を明らかにしよ

うとする研究

Family Resi 1 ienceの要素や構造を明らかにしよう

とした研究者に， Marshら17l,DeHaanら削， Zauszniewski

ら叫がいる．

Marshらl

や絶望，負担といったことが研究されているが，そ

れだけでは家族の経験をバランスよく捉えているこ

とにならないとして， FamilyResi 1 ienceの要素を分

析した. 131人の家族を対象に調査しており，病者

の母，父，妻，夫，姉妹，兄弟，娘，息子と，幅広

い関係性の家族員を調査対象としていた．家族員は

病者と関わることで，成長したと感じており，自分

自身，家族，病者のResi1 ienceについての語りから，

Resi 1 ienceの要素を明らかにした．

De Haanら叫は，家族の差異ばかりでなく共通性に

も日を向ける必要があるとして，ストレス状；況にあ

る家族が，共通して辿る過程を明らかにしている．

初めて子どもを持った夫婦46組を対象に行った質問

紙調査への回答と議論場面の録画からデータを収集

し分析した．その結果，妊娠6-9ヶ月日，出産後

6ヶ月，出産後 l年の 3時点における変化のパター

ンによって， 6グループに分類されることを報告し

ている．

Zauszniewskiら却は，重篤な精神障がい者の家族

員のResilience研究をレビューした結果から，家族

員のResilienceの指標として，「受容J，「強さJ'

「マステリーj，「希望j，「自己効力感j，「首尾一貫

性の感覚j，「臨機応変さJをあげている．家族員の

Resilienceを高めることは，家族員とケア提供され

る病者の両方のwell-beingを高めることになると述

べている．

2) Family Resilienceを測定しようとする研究

Family Resi 1 ienceを測定しようとする研究には，

尺度開発の試みや，独自に複数の尺度を組み合わせ

ている研究がある．

得津ら叫は，家族システムを見る視点として， Walsh

のFamilyResi 1 ience概念の指標を基に家族機能尺度

を作成し，尺度開発に向けた予備調査を行っている．

その結果， Walshの言う超越性と精神性が日本では

適応しにくかったこと 個人のレジリエンスと家族

の置かれた社会的状況と家族レジリエンスとの相互

影響過程の検討が必要であること，家族のおかれた

文脈や家族周期，調査対象者のライフサイクルを考

慮することの必要性等が述べられている. Family 

Resilienceを明らかにする為に，家族で話し合いな

がらの方法や複数の家族員の記述を比較するといっ

た研究方法の工夫を提案している．

Shinら日）は，家族の強さ，問題解決／対処技術，

家方矢のコミュニケーション，ソーシャルサポート，

ストレス状況に対する家族の評価・信念の 5つを測

定することで， FamilyResilienceを測定しうると考

え，既存の尺度を組み合わせて用いることで、Family

Resilienceを測定している．

以上のように， FamilyResilienceをどのようにし

て捉えればよいのかについて研究者が試行錯誤して

いる段階である．

2 . Fam i I y Res i I i enceの定義

Family Resilience概念について， Walsh50, Hawley 

ら13l, Patterson日），入江43），得津ら44）が定義を行っ

ている．

Resilience概念を家族に応用したWalsh51lは， Family

Resilienceを「逆境に際して家族が機能するという

理解を越えたものであり，家族が重大な人生上の挑

戦に向き合って，回復，修復，成長する可能性を含

んでいるJと定義している．これには，単にストレ

ス状況を調整する，負担を引き受ける，苦しい体験

を生き抜くということを越えて，逆境を乗り越えら

れるような個人や関係性の変化，成長の可能性を含

み，家族が奮闘することによって将来出合う挑戦に

対しても，対応できるようになることが含まれてい

る．つまり，困難な出来事に遭遇した直後から適応

までの長期的な時間経過を視野に入れている．さら

に，家族には家族独自の挑戦や抑制の仕方，資源が
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あり，家族が感じる困難もそれぞれ違うため，問題

の乗り越え方やその有効なプロセスは，家族によっ

て異なるものである．そして， Walshは，自らの臨

床実践と研究の結果から， FamilyResilienceの重要

な過程を家族機能の 3側面から明らかにしている．

それは，家族信念システム，組織のパターン，コミュ

ニケーションからなり，家族の静的な特性ではなく，

Family Resi 1 ienceを高めるために，家族が利用し，

手に入れることができる強さと臨機応変さを含む動

的なプロセスである．

Hawleyら13）は， FamilyResi 1 ienceを，「現在そし

て時の経過の中で，ストレスに直面した時，家族が

適応し乗り越えるための家族のやり方jと定義し，

Resilientな家族は，発達上のレベル，リスク因子

と保護的因子の相互作用的な組合せ，家族の共有さ

れた見通しに応じて，積極的に独自のやり方でスト

レスな状態に対応すると述べている．そして，家族

がストレスに対応することで，適応だけでなく，そ

れ以上の成長を遂げることも可能であること，強さ

や質といった静的な集まりではないこと，時間や成

長もFamilyResilienceの一助となるため短期・長期

両方の見方が必要で、あること，さらに成長要因，リ

スク因子と保護的因子，世界観を含む家族独自の問

題の捉え方に影響されることが報告されている．そ

のため，介入の効果を調べるために尺度などを開発

するのではなく，家族ストレスへの適応方法をもっ

と長期的な視点で分析する必要があると述べている．

Patterson19lは， FamilyResi 1 ienceを「重大な逆

境や危機にさらされた時に，家族が適応し，十分に

機能することができる過程」と定義している．これ

は，家族ストレスーコーピング理論を基盤にしてお

り，危機は家族にとってターニングポイントであり，

家族の構造や相互作用に大きな影響を与えて家族機

能を発達させることにも，低下させることにもなる

としている．重大な逆境というのは，家族の能力

（資源，対処行動）以上の要求（ストレッサー，負

担，日々の面倒）がもたらされることで，家族の能

力と要求のバランスが崩れた時，危機に陥る．そし

て，家族単位と家族員 及び家族とコミュニテイの

2つのレベルにおいて，能力と要求のバランスが回

復する過程が家族の適応だと述べている．

日本国内では，入江岨）と得津ら叫が家族をシステ

ムとして捉えてFamilyResilienceを定義している．

入江4

その結果， Far日ily Resi 1 ienceの属性として，能力

（家族がストレスに立ち向かい，回復する能力）と

適応（家族がストレスを改善し支配すること）の 2

つを導き出し， FamilyResilienceを「家族がストレ

スに立ち向かい，そのストレスから立ち直るための

家族の能力であり，そのストレスを支配し適応する

プロセスであるjと定義している.Family Resilience 

が発揮されるには，地域のインフォーマル及びフォー

マルサポートが大きく関与していること，また，

Family Resi 1 ienceを測定するには，家族システムの

動態を捉えなくてはならず，家族員個々に尺度を用

いることに限界があると述べている．

得津ら44）は， FamilyResi 1 ienceを「家族が一体と

なって奮闘する力，家族における適応の過程」と定

義している．そして， Fami1 y Res i 1 ienceの手がかり

として，楽観的協働性（家族が一丸となって前向き

に未来を信じて取り組むこと），共通性（家族がお

互いに共通するものを持つこと），対等性（家族と

りわけ夫婦が対等の関係であること），安定性（社

会経済的に安定していること）の 4つがあることを

述べている．

未だ統ーされた定義は存在していないが，研究者

の多くが， FamilyResi 1 ienceを家族が逆境の後に，

適応に至り成長する過程であると定義している．

IV. Family Resi I ience概念の検討

1 . Family Resi I ienceの属性

Family Resilience概念の属性を検討する目的で使

用できる文献数が少なかったため，まず， Resilience

概念を検討した（表 1) .その結果， Resilienceの

属性として，「肯定的な未来志向」「逆境への意味づ
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そた国内の研究成果の中に読みとれるか検討した．けと受容J「自己の能力への信頼」「忍耐強い対処j

7つの属の結果， FamilyResilience概念も同様に，「資源の活用と資源に繋がる力」「ゆるぎない拠りど

7つの属性以下，性からなるという結論に至った．その後，の7つが抽出された．ころ」「調整・統制」

について述べる．これら 7つの属性がF拙 ily Resi 1 ience概念にも応用

これらの属性が，家族を対象としまた，できるか，

表 1.属性
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1 ）肯定的な未来志向

「肯定的な未来志向」とは，厳しい状況の中にあっ

ても，物事の明るい方を見ることによって，悲観し

すぎず，楽観的すぎず，現実的な希望を持って未来

を志向することである．

この属性を抽出していたものに，砂賀ら3ぺ
Gillespieら12），小塩ら31），平野41）＇石毛らお）がおり，

中でも重要な要素として，“希望・目標” “未来志

向” “楽観性”がある．“希望・目標”は，これか

ら先の希望・目標を持っていること，“未来志向”

は，過去を振り返って悲観するのではなく，未来を

志向すること，“楽観性”は，物事の明るい方を見

ょうとすることである．

砂賀ら34）は，がん体験者の豆esilienceの概念分析

の結果，対処戦略を属性の lつとして導き出し，そ

の中に将来への希望を持つことを含めている．

Gillespieらωは，概念分析により，希望をResilience

の属性として導き出している．希望は，将来の目標

と関係があり，目標は成し遂げられる，また目標へ

の道は創られ進んでいけるという信念によって定義

できると述べている．小塩ら31)は，不安で脅威をも

たらす状況にあっても，先を見通し，前向きな展望

を持ち続ける肯定的な未来志向を， Resilienceを導

く重要な要素として精神的回復尺度の項目にしてい

る．平野41）や石毛ら26）は，レジリエンス尺度に，楽

観性を含めている．

家族の研究において，鈴木5

の家族が，世話をする長い経過の中で，家族の経験

変化に伴い希望の内容を変化させながらも，何らか

の希望を持ち続けていることを明らかにし，家族が

希望を持つことのできる能力を獲得していったこと，

希望が家族を支え，家族の可能性を広げ，力量を高

めると考察している．宮崎らωは，精神障がい者の

男性家族員が，将来を悲観するのでなく，明日に向

けて希望を持つなど前向きに考えていることを，川

添54）は，統合失調症患者を持つ母親の将来の希望を

信じる気持が支援を続けるための動機づけとなって

いたことを報告している．

これらのことから，「家族の肯定的な未来志向」

とは，「家族が，厳しい状況の中にあっても，物事

の明るい方を見ることによって，悲観しすぎず，楽

観的すぎず，現実的な希望を持って未来を志向する

こと」と定義できる．

2）逆境への意味づけと受容

「逆境への意味づけと受容」とは，厳しい状況を

意味あることと洞察して，逆境の中に意味を見出し，

変えられないことに対しては，無力感や無能感を持

たず，ある種の諦めを持って受け入れることである．

この属性を抽出していたものに，砂賀ら担），仁尾

らお）, Connorら6), Wagni Idら却）21)などがおり，中でも

重要な要素として，“意味づける”と“受容”があ

る．“意味づける”は，厳しい状況を意味あること

と洞察して，その中に意味を見出すこと，“受容”

は，甘受することである．

砂賀ら担）は，意味づけることが肯定的変容を促進

すると述べている.Wagni Idら初）は，喪失の後に適応

に至った80歳以上の女性を対象とした研究から，運

命の甘受／諦めが， Resilienceの要素の lつになる

ことを明らかにしている. Wagni Idらが後に開発し

たResilience尺度2川こおいても，尺度項目に「自己

の人生の受容」を含めている．同様にConnorら6）も，

物事は意味があって生じる，生じたことは運命であ

り神が助けると考える精神性を尺度項目に含めてい

る．仁尾らお）は，病気を持つ自分を受け入れようと

し，病気のおかげでいい体験ができたと思うことを

内的な強さとして位置づけている．

家族の研究において，岩崎却は，精神病者の家族

が病者のケア継続のために，物事を肯定的に解釈し

てケアを行っていることを，永井田）は，在宅認知症

高齢者の介護者が，ストレスに対して事態を吟味し，

介護に意味を見出し受容するという解釈統制型の対

処をしていることを明らかにしている．

これらのことから，「家族の逆境への意味づけと

受容」とは，「家族が，厳しい状況を意味あること

と洞察して，逆境の中に意味を見出し，変えられな

いことに対しては，無力感や無能感を持たず，ある
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種の諦めを持って受け入れること」と定義でき，こ

の過程では，家族内で率直な意見が出されオープン

な交流が行われると考える．

3）自己の能力への信頼

「自己の能力への信頼」とは，過去の成功体験や

現在対処できていることに基づいた自身の能力への

信頼である．

この属性を抽出していたものに， Wagnildら却），佐

藤32l, Gillespieら12）がいる．中でも重要な要素とし

て，“自己信頼”がある．

Wagni Idら20）は，喪失の後に適応に至った80歳以上

の女性を対象とした研究から，自己信頼がResilience

の要素の 1つになることを明らかにしている．この

自己信頼には，自身の能力への信頼，そして自分の

強さと限界を認識する能力が含まれている.Wagni Id 

らが後に開発した尺度2川こおいても， 2要因のうち

のlつ“個人の能力”の中に，自己効力を含めてい

る．アメリカ心理学会4）では，自分自身へのポジテイ

ブな見方と自分の強さ・能力への信頼が，逆境にお

いてうまく適応していくプロセスに必要だと述べて

いる. Gil lespie12l Iま，概念分析で自己効力感を導き

出し，それは逆境に直面した時にどれくらい努力す

るか，どれくらい長くやり通すかを決心することに

影響すると述べている．佐藤32）は，自己効力感を目

の前の課題をやり通す自信に繋がる能力とし，今ま

でにどの程度身につけているかによって個々に異な

り，不遇な境遇に出合った時に重要な働きをすると

述べている．

家族の研究において鈴木5

家族は，家族自身への信頼が希望を支える要因になっ

ていることを報告しており，また，池添ら聞は，脳

血管障害や認知症高齢者などの病者を内包する家族

において，介護キャリア形成が圏難な家族には自信

の剥奪が生じていることを明らかにしている．

これらのことから，「家族の能力への信頼」とは，

厳しい状況において新たな挑戦に向かう際に欠かせ

ないものであり，「家族の過去の成功体験や現在対

処できていることに基づく，家族の能力への信頼」

と定義できる．

4）忍耐強い対処

「忍耐強い対処Jとは，対処スキルを獲得・強化

し，その能力を用いて状況に立ち向かい続けること

である．

この属性を抽出していたものに， Gillespie1ぺ

Wol in45l，小花和初），砂賀3ぺ Wagnild21lらがいる．中

でも重要な要素として，“対処すること”と“諦め

ないこと”がある．“対処すること”は，対処スキ

ルを獲得・強化して状況に立ち向かうこと，“諦め

ないこと”は，困難な状況にあっても諦めずにやり

続けることである．

Gil lespie12lは概念分析の結果，対処をResilience

の属’性の lっとして導き出している．どのように対

処するかがResilienceに最も重要なことで，効果的

な対処は，心理社会学的な危険因子を緩和するもの

であること，そしてうまく対処できた人々の多くは，

問題解決型の対処を用いていたことを報告している．

Wolinら45）が25人のResilientなサパイパーと面接し

て抽出した 7つの要素の中に「イニシアティブ

(initiative）」が含まれている．これは，困難な状

況の中で様々な対処法を模索したのちに，努力を一

点に集中させて取り組み，何かを生み出すことであ

ると説明されている．また砂賀ら34）は，がん体験者

のResilienceの属性である対処戦略に，コーピング

スキルの獲得をあげている．小花和30i,Wagnildら21)

などは，諦めないことについて述べており，自分の

人生を再建する努力を続けて逆境の中で諦めないこ

とを，「根気強さj，「忍耐Jという言葉で表現して

いる．

家族の研究において中坪田）は，統合失調症患者の

家族は，期待と不安の聞を揺れ動いており，その期

待を実現するために病気への対処を行っていると述

べている．また，厳しい状況に向き合っている家族

が，必死に対処行動をとり 5ぺがむしゃらに対処し

たプロセスの後に，家族が成長している様子が報告

されている印）．

これらのことから，「家族の忍耐強い対処jとは，
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「家族が，対処スキルを獲得・強化し，その能力を

用いて，結束して状況に立ち向かい続けること」と

定義できる．

5）資源の活用と資源に繋がる力

「資源の活用と資源に繋がる力」は，持っている

資源を活用することと，社会性を発揮して能動的に

資源と繋がることである．

この属性を抽出していたものに，佐藤3ペ冨JJl36>,

Earvol ino Ramirez9l，石井らお），平野41）らがいる．中

でも重要な要素として，“資源”と“繋がる力”が

ある．“資源”は，資源が存在し活用すること，“繋

がる力”は，自ら社会性を発揮して能動的に資源と

繋がる力である．

佐藤32）は，どれだけソーシャルサポートを持って

いるのか，どれだけ他者と協調していく社会性があ

るのかをResilienceの尺度項目にしている．富JJ l 36) 

は，統合失調症を持つ人のResilienceの概念を検討

した結果，世界と繋がる力，人と繋がる力を，

Resilienceの過程を促進する力として導き出してい

る．また，概念分析を行ったEarvolino-Ramirez9lは，

肯定的な関係性／ソーシャルサポートをResilience

の属性の lつにあげており，肯定的な関係がコミュ

ニケーションや支援の機会をもたらすと説明してい

る．石井ら28）は，高齢者の介護を行う家族のResi1 ience 

研究において，家族は社会資源を持ち（IHave), 

社会資源を活用（ICan）していることを報告して

いる．平野4川土，他者と関わることを好み，コミュ

ニケーシヨンが容易に図れる傾向を社交性と定義し

て， Resilience要因尺度の項目にしている．

家族の研究において，渡辺ら61）は，終末期にある

病者とその家族は，家族構造と家族システムの変化

に直面し，看取りに関わるソーシャルサポートを獲

得して適応に向かうことを報告している．さらに家

族は，人的資源を導入するだけでなく，家族外部の

物理的条件も整えていた．これらのことから，「家

族の資源の活用と資源に繋がる力jとは「家族が持っ

ている資源を活用することと，家族が社会性を発揮

して能動的にそれらの資源と繋がることjと定義で

きる．

6）ゆるぎない拠りどころ

「ゆるぎない拠りどころJとは，安心や安全，安

らぎがもたらされる確固とした拠りどころを持って

いることである．この拠りどころは，人であったり，

場であったり，神であったりする．孤独ではないこ

とである．

この属性を抽出していたものに，小花和3ぺ長田

ら29）などがいる．中でも重要な要素として，“情緒的

サポートの認識”がある．情緒的サポートについて，

アメリカ心理学会4）は，逆境に適応していくプロセ

スには，家族内外のケアリングまたは支持的な関係

（いたわりあい，支え合う関係）が最も重要だと位

置づけている．小花和初）と長田ら29）は，小児を対象

とした研究の結果，小児期のResilienceを構成する

要因として，親や家族，友人や教員による見守りや

支え，そして安らげる家庭をあげている．これらか

ら，何らかの拠りどころがあり，そこから情緒的サ

ポートを受けられること，言いかえるならば，孤独

ではないことがいえる．

家族の研究においては，病者の存在や病者との幹

が，家族員の拠りどころになっていることも多く，

久松ら62）は終末期がん患者の家族にとって，患者と

の鮮が不安への対処の支えになっていることを報告

している．また，納富ら5

は，子どもを亡くす恐怖から何とかもちこたえ，人

間的成長を実感する全プロセスに，頑張る病児から

のエールや病児のきょうだいの存在，同僚からの理

解・励ましが影響を与えていたことを明らかにして

いる．また，自助グループのような，経験を同じく

する人々の集まりの場も，家族にとっての拠りどこ

ろとなっていた田川）．

これらのことから，「家族のゆるぎない拠りどこ

ろ」とは，「家族に，安心や安全，安らぎをもたら

す確固とした拠りどころ」と定義できる．

7）調整・統制

「調整・統制」とは，自己の感情や衝動を調整・

統制すること，複雑な状況に巻き込まれず，状況と
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自分との聞に適度な距離を確認できることである．

この属性を抽出していたものに，小塩ら31），平

野日），砂賀ら34）などがいる．中でも大切な要素は，

“情動のコントロール”である．

アメリカ心理学会4）は，強い感情や衝動を制御す

る能力が，逆境からの適応を促進すると述べている．

小塩ら31）は，精神的回復力尺度の項目に，感情調整

を含めている．それは，ネガテイブな出来事に遭遇

し，たとえ混乱した感情が生じたとしても，それを

うまく調整することで，新たな別の活動を開始する

ことに繋がるため， Resilienceを導く内的特性とし

て位置づけている．また，平野4

どの条件に左右されコントロ一ルしにくい部分を統

御する力を統御力としてResi1 ience要因尺度の項日

に含め，砂賀ら担）も情動コントロールをがん体験者

のResilienceの属d性としている．

家族の研究において金子ら65）は，筋委縮性側索硬

化症病者の家族が，介護生活の中でどのように家族

コントロールを行こっているかを明らかにしている．

家族は，不確かな状況の中で 情緒的な揺らぎを経

験しながらも，病という外的なものにコントロール

の主体を渡すのでなく，家族自らの手にコントロー

ルをつなぎとめ家族生活を維持していたと述べてい

る．また，久松ら 62）は，末期がん患者の家族が，余

命についての説明直後に，受け入れられない気持ち

を安定させる努力をしていることを報告している．

これらのことから，「家族の調整・統制」とは，

「家族が，感情や衝動を調整・統制すること，複雑

な状況に巻き込まれず，状況と家族との聞に適度な

距離を確認できることjと定義できる．この過程に

おいては，家族内で率直な意見を出し合いオープン

な交流が行われると考える．

2. Family Resi I ienceの先行要件

Resilience概念は，逆境／厳しい状況を経験した

後に，うまく適応できる人がいる一方で、そうでない

人が居ることの発見から導き出された概念である．

従って， Resi1 ience, Family Resilienceの先行要件

として，厳しい状況下に置かれることが欠かせない．

小児の発達領域で、Resilience研究が始まった頃に

は，人生上の予測不可能で自らの力が及ばないよう

な出来事を逆境と位置づけ，そのような出来事を体

験した人々を対象に研究が進められていたが，次第

に逆境と捉える範囲が変化し，日常のストレス場面

までも逆境に含めるようになっている．

これまでに行われている概念分析では， Resilience

の先行要件として，「逆境」8)9)12）「外傷の解釈」12）「認

識能力」12）「現実的世界観」ω が，また対象者を絞っ

たResilience概念分析の結果として，「統合失調症

の発症」36）「がんに関連したストレッサーJ34）「内な

る強さ J34l 「個人を取り巻く環境」34）が報告されてい

る. Family Resi 1 ienceの先行要件として，「ストレ

ス」43）が報告されている．その他に検討した文献か

らは，先行要件として，病気の発症や障がいを抱え

ること山川

レス州側）部），日常のストレス場面（受験，友人関係，

老いることなど） 4）叩）お）罰則31)32）仰が読みとれた．

概念分析を行った研究者の中には，厳しい状況下

に置かれること以外に，逆境の捉え方や世界観ベ

内なる力3ペソーシャルサポートを含む環境担）を先

行要件に位置づける者も存在した．しかし，別の研

究者43）は，ソーシャルサポートは， FamilyResi 1 ience 

の影響要因だと考えていた．このように，先行要件

の考え方には，いくぶん違いが見られたが，多くの

研究は，逆境やストレスを先行要件に位置付けて研

究を行っていた．

以上の事から， FamilyResilienceの先行要件を，

f逆境j「逆境によって生じる様々なストレス」とし

た．

3. Family Resi I ienceの結果／帰結

Resi 1 ience概念は，逆境／厳しい状況を経験した

後に，うまく適応できる人がいる一方でそうでない

人が居ることの発見から導き出された概念である．

従って， Resi1 ience, Family Resi 1 ienceの結果／帰

結として，厳しい状況からの立ち直りが欠かせない．

しかし，立ち直りの程度について言及されている

文献は少なかった．統合失調症を持つ人のResilience
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を検討した冨川36）は，疾患や症状による影響が改善

していること，回復過程にみられる重要な指標が観

察されることと述べている．

これまでに行われている概念分析では， Resilience

の結果／帰結として，「統合」ロ）「制御」12）「適応j12)

「成長JI2）「効果的な対処Jg）「マステリーJg）「肯定的

適応j9）「効果的な対処」8）が，また対象者を統合失

調症を持つ人ゃがん患者に絞ったResilience概念分

析の結果として，「回復と新たな適応」お）「肯定的な

適応」担）「well-beingの獲得J34）「QOLの向上」制「エン

パワーメントを高めるJ34）が報告されている.Family 

Resilienceの結果／帰結としては，「成功感」43）「満

足感J43）が報告されている．その他に検討した丈献

からは，ダメージが和らぐこと幻）31)36）や介護が継続出

来ていることωぉ）39），冊目－beingがもたらされるこ

と州l印山山山）が読みとれた．

回復指標が観察されることや何かが出来るように

なるといった客観的な指標だけではなく，「成功感J

f満足感」「wellbeingの獲得J「QOLの向上」のよう

に，逆境を乗り越えたことに対する個人や家族の主

観も結果／帰結に含まれていた．

以上の事から， FamilyResilienceの結果／帰結を，

「適応」「成長j「wel1-beingJとした．

v.結論

Family Resilienceは，「家族が体験する逆境や逆

境に伴って生じる様々なストレスに対して，家族が

力を発揮し奮闘することを通して，適応，成長，

wel 1-beingがもたらされる過程Jであり，家族の力

は，肯定的な未来志向，逆境への意味づけと受容，

自己の能力への信頼，忍耐強い対処，資源の活用と

資源に繋がる力，ゆるぎない拠りどころ，調整・統

制の 7つから構成されていた．

どの家族にもFamilyResilienceが存在し，厳しい

状況の中で奮闘することを通して発揮されうるもの

であることは，家族にとって，また支援する立場に

ある専門職にとって希望の持てることである．しか

し，その一方で，木下刷が指摘するように，「全て本

人次第」，家族に置き換えるならば「全て家族次第」

と，困難から立ち直れないのは家族のせいだという

結論に帰着しないよう注意しなければならない．

今後は，日本国内においても家族を対象とした質

的研究を行い， FamilyResi 1 ienceの属性を確認する

とともに，これらの属性がどのように獲得されるの

か，またどのように発揮されるのか，長期的な視点

を持って明らかにする必要がある．
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The purpose of this paper is to define the concept of“F祖 ily Resilience”． 

In order to grasp the general idea of “Family Resilience’＇ , literature within CINAHL and Ichusi-Web was 

searched by keywords such as “Resilience’＼“F四 ily”or “Family Resi 1 ience”， and then, these research 

materials were closely ex担 ined. As a result, seven attributes were abstracted from the concept of 

“Resilience”， which were identified as th巴 oneswhich belonged to“Family Resilience" . They were as 

fol lows：“the f細川y’sfuture oriented intention”，“the family’s recognition and positive acceptance of 

adversity”，“the family’s confidence in their own ability”，“the f四 ily’scontinuous efforts to cope 

with difficulties”，“the family’s utilization of resources and the ability to utilize them”，“what the 

family can mentally count on”and “the family’s ability to control emotional state”. Antecedents were 

“adversity”and“various stress associated with the adversity" . Consequences were“adaptation＂“ growth” 

and "well-being" . 

Based on the foregoing, the concept of “Family Resi 1 ience”was defined as“the process toward adaptation, 

growth and well-being of the family attained through the family’s struggling against the adversity and 

various stress associated with the adversity with their own seven attributes mentioned above." 




